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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 201,265 220,243 435,803

経常利益 （百万円） 4,809 6,593 13,330

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 3,086 4,428 5,851

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 5,020 2,195 11,261

純資産額 （百万円） 59,658 66,218 65,148

総資産額 （百万円） 179,885 194,670 200,301

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 32.90 47.21 62.38

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.1 33.9 32.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,735 2,866 12,575

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △115 977 422

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,529 △1,893 △5,260

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 34,617 48,224 46,799

 

回次
第69期

第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.63 25.56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安や政策効果を背景にした企業収益の改善により企業の設

備投資は回復基調で推移していましたが、期の後半は機械受注が前月比で減少に転じるなど、投資意欲に陰りが見

られました。個人消費は、訪日外国人の増加により一部の小売業等で需要が伸長しましたが、全体の景況感を押し

上げるまでには至らず、足踏み状況となりました。

当社グループを取り巻く事業環境においては、国内生産財分野では、各種補助金や企業の収益改善を背景に、幅

広い産業において設備投資が上向き、中小企業においても設備の更新需要が高まりました。海外生産財分野では、

米国では自動車関連業界を中心に設備投資は堅調に推移したものの、中国においては、自動車生産台数の減少やＥ

ＭＳ関連での大口受注の動きが鈍化するなど、厳しい環境となりました。一方、消費財分野では、分譲マンション

を中心に新設住宅着工戸数が増加に転じ、住宅関連市場に回復傾向がみられたほか、季節家電の販売も堅調に推移

しました。

このような情勢下、当社グループは、当期を最終年度とする３ヵ年中期経営計画『Ａ.Ａ.１５（ダブルエー・イ

チゴー）』の方針に基づき、新たな成長戦略を描き企業価値の一層の向上に取り組んでまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、220,243百万円（前年同期比9.4％増）となりました。利益

面につきましては、営業利益は6,378百万円（同、36.0％増）、経常利益は6,593百万円（同、37.1％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は4,428百万円（同、43.5％増）となりました。

 

セグメント別の概況は、次のとおりであります。

 

［生産財関連事業］

〔国内生産財事業〕

機械事業部では、円安、原油安を背景に幅広い産業で設備投資が上向いたほか、省エネルギー設備導入補助金

やものづくり補助金などの政策の後押しもあり、機械事業部の売上高は35,648百万円（前年同期比39.1％増）と

なりました。

機工事業部では、工作機械の内需回復や建築鉄骨業界の需要の高まりにより、工作機械周辺機器、メカトロ機

器、鉄骨加工機械などの商品分野で受注が堅調に推移し、機工事業部の売上高は65,631百万円（同、11.4％増）

となりました。また、国内生産財事業全体では、売上高は101,280百万円（同、19.8％増）となりました。

 

〔海外生産財事業〕

米国では、自動車関連業界を中心に設備投資需要は底堅く、工作機械の売上が堅調に推移しました。中国では

前期に受注した大手ＥＭＳ向けの設備の納入があった一方で、自動車関連や建設関連業界の減速による受注減か

ら、売上は横ばいで推移しました。また、ベトナムやフィリピンにおいて日系企業向けの受注が、前年同期を大

きく上回りました。その結果、国際事業本部の売上高は51,563百万円（前年同期比8.3％増）となりました。

 

［消費財関連事業］

〔住建事業〕

第２四半期以降、主力の水廻り商品の需要は回復基調になり、空調機器も前年同期を上回る受注となった一方

で、太陽光発電システムの需要が産業用を中心に大きく低迷し、総じて厳しい状況となりましたが、高品質・高

付加価値商材の販売に注力した結果、住建事業部の売上高は27,573百万円（前年同期比3.1％減）となりました。

 

〔家庭機器事業〕

初夏での高温の影響等を受けて、季節商品の出荷は堅調に推移しましたが、採算性の低い商品の取引を見直

し、全般的に収益性を重視した販売政策を進めた結果、売上高は35,881百万円（前年同期比4.0％減）となりまし

た。
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（２）財政状態及びキャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における連結総資産は、前連結会計年度末に比べ5,630百万円減少し、194,670百万

円となりました。これは、受取手形及び売掛金の減少（5,568百万円）及び商品及び製品の増加（1,981百万円）が

主な要因であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ6,700百万円減少し、128,452百万円となりました。これは、支払手形及び買掛

金の減少（4,852百万円）及び未払法人税等の減少（501百万円）が主な要因であります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,069百万円増加し、66,218百万円となりました。以上の結果、自己資本比

率は前連結会計年度末の32.4％から33.9％と1.5ポイント向上いたしました。

 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ1,425百万円増加し、48,224百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は2,866百万円の増加（前年同期は1,735百万円の減少）となりました。これは主に、税金等

調整前四半期純利益（6,728百万円）、売上債権の減少（5,209百万円）、仕入債務の減少（4,558百万円）、たな

卸資産の増加（2,261百万円）と法人税等の支払（2,508百万円）によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は977百万円の増加（前年同期は115百万円の減少）となりました。これは主に、有形及び無

形固定資産の取得による支出（370百万円）、有形及び無形固定資産の売却による収入（462百万円）、利息及び配

当金の受取（910百万円）によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は1,893百万円の減少（前年同期は1,529百万円の減少）となりました。これは主に、配当金

の支払（1,125百万円）と利息の支払（767百万円）によるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 93,840,310 93,840,310
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 93,840,310 93,840,310 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 93,840 － 7,909 － 1,980
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

山善取引先持株会 大阪市西区立売堀二丁目３番16号 8,402 8.95

東京山善取引先持株会 大阪市西区立売堀二丁目３番16号 5,657 6.02

ＤＭＧ森精機株式会社 奈良県大和郡山市北郡山町106番地 3,542 3.77

株式会社　みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 3,272 3.48

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 3,224 3.43

株式会社　りそな銀行 大阪市中央区備後町二丁目２番１号 3,067 3.26

山善社員投資会 大阪市西区立売堀二丁目３番16号 2,839 3.02

名古屋山善取引先持株会 大阪市西区立売堀二丁目３番16号 2,241 2.38

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,683 1.79

広島山善取引先持株会 大阪市西区立売堀二丁目３番16号 1,331 1.41

計 － 35,262 37.57

　（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社及び日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、信託

業務に係る株式であります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　　44,300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　93,773,200 937,712 －

単元未満株式 普通株式　　　　22,810 － －

発行済株式総数 93,840,310 － －

総株主の議決権 － 937,712 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の株式数には、証券保管振替機構名義の株式2,000株及び株主名簿上は当社名義

となっておりますが、実質的に所有していない株式2,000株を含めております。

　なお、「議決権の数」欄には、同機構名義の株式に係る議決権の数20個を含めております。ただし、株主名簿上

は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式に係る議決権の数20個は含めておりません。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社　山善

大阪市西区立売堀

二丁目３番16号
44,300 － 44,300 0.04

計 － 44,300 － 44,300 0.04

　（注）上記の他、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株あります。

なお、当該株式数は①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社山善(E02560)

四半期報告書

 7/19



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 37,810 35,731

受取手形及び売掛金 101,998 96,429

有価証券 9,000 12,500

商品及び製品 21,532 23,514

繰延税金資産 1,033 1,123

その他 5,801 4,696

貸倒引当金 △588 △572

流動資産合計 176,587 173,423

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,003 2,907

機械装置及び運搬具（純額） 143 126

工具、器具及び備品（純額） 308 286

土地 3,690 3,381

その他（純額） 206 255

有形固定資産合計 7,353 6,958

無形固定資産 2,318 2,236

投資その他の資産   

投資有価証券 12,387 10,586

破産更生債権等 116 111

退職給付に係る資産 37 35

繰延税金資産 112 93

その他 1,589 1,420

貸倒引当金 △199 △194

投資その他の資産合計 14,042 12,052

固定資産合計 23,714 21,247

資産合計 200,301 194,670
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 113,551 108,698

未払法人税等 2,241 1,740

繰延税金負債 51 49

賞与引当金 2,684 2,687

商品自主回収関連費用引当金 64 35

その他 11,690 11,040

流動負債合計 130,284 124,251

固定負債   

繰延税金負債 1,035 813

退職給付に係る負債 2,609 2,074

その他 1,223 1,313

固定負債合計 4,869 4,201

負債合計 135,153 128,452

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,909 7,909

資本剰余金 6,081 6,081

利益剰余金 44,165 47,467

自己株式 △16 △17

株主資本合計 58,139 61,442

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,846 3,622

繰延ヘッジ損益 401 96

為替換算調整勘定 3,090 2,181

退職給付に係る調整累計額 △1,515 △1,355

その他の包括利益累計額合計 6,823 4,545

非支配株主持分 185 230

純資産合計 65,148 66,218

負債純資産合計 200,301 194,670
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 201,265 220,243

売上原価 175,525 191,740

売上総利益 25,739 28,502

販売費及び一般管理費 ※１ 21,049 ※１ 22,123

営業利益 4,689 6,378

営業外収益   

受取利息 756 781

受取配当金 87 127

その他 102 90

営業外収益合計 945 999

営業外費用   

支払利息 765 767

その他 60 17

営業外費用合計 825 785

経常利益 4,809 6,593

特別利益   

固定資産売却益 5 136

投資有価証券売却益 0 0

特別利益合計 5 136

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 0 1

その他 3 0

特別損失合計 4 1

税金等調整前四半期純利益 4,810 6,728

法人税、住民税及び事業税 1,618 1,901

法人税等調整額 84 352

法人税等合計 1,702 2,254

四半期純利益 3,107 4,473

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 45

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,086 4,428
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 3,107 4,473

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 674 △1,224

繰延ヘッジ損益 △61 △304

為替換算調整勘定 1,092 △909

退職給付に係る調整額 207 160

その他の包括利益合計 1,912 △2,278

四半期包括利益 5,020 2,195

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,989 2,150

非支配株主に係る四半期包括利益 30 44
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,810 6,728

減価償却費 545 558

退職給付費用 322 236

貸倒引当金の増減額（△は減少） △29 △20

その他の引当金の増減額（△は減少） 11 △15

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △482 △524

受取利息及び受取配当金 △843 △908

支払利息 765 767

為替差損益（△は益） △9 △65

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △0

有形及び無形固定資産除却損 0 1

有形及び無形固定資産売却損益（△は益） △5 △136

売上債権の増減額（△は増加） 3,837 5,209

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,478 △2,261

仕入債務の増減額（△は減少） △5,659 △4,558

その他 1,282 365

小計 1,068 5,374

法人税等の支払額 △2,803 △2,508

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,735 2,866

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △4 △4

定期預金の払戻による収入 14 8

投資有価証券の取得による支出 △63 △18

投資有価証券の売却による収入 0 0

関係会社株式の取得による支出 △95 －

貸付けによる支出 △2 △6

貸付金の回収による収入 11 12

有形及び無形固定資産の取得による支出 △820 △370

有形及び無形固定資産の売却による収入 15 462

利息及び配当金の受取額 841 910

その他 △12 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △115 977

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △14 －

配当金の支払額 △750 △1,125

利息の支払額 △764 △767

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,529 △1,893

現金及び現金同等物に係る換算差額 887 △524

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,493 1,425

現金及び現金同等物の期首残高 37,110 46,799

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 34,617 ※１ 48,224
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

　これによる損益及びセグメント情報に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　偶発債務

　金融機関等からの借入等に対し債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

当社グループ社員（住宅資金借入等の保証） 20百万円 当社グループ社員（住宅資金借入等の保証） 18百万円

 

２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 32百万円 25百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

給与・賞与 5,609百万円 6,134百万円

賞与引当金繰入額 2,428 2,677

役員賞与引当金繰入額 57 86

貸倒引当金繰入額 3 △19

退職給付費用 510 470

商品自主回収関連費用引当金繰入額 △7 △28

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 31,128百万円 35,731百万円

預入期間が３ケ月を超える定期預金 △11 △7

有価証券（金銭信託） 3,500 12,500

現金及び現金同等物 34,617 48,224
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月８日

取締役会
普通株式 750 8.00 平成26年３月31日 平成26年６月９日  利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月10日

取締役会
普通株式 750 8.00 平成26年９月30日 平成26年12月８日  利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 1,125 12.00 平成27年３月31日 平成27年６月８日  利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月10日

取締役会
普通株式 1,125 12.00 平成27年９月30日 平成27年12月７日  利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

　　報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）
 

 報告セグメント 調整額 (注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

     

消去等

前計
消去等

   

計
その他

(注)１

 生産財関連事業 (注)4 消費財関連事業 (注)4

 
国内
生産財

海外
生産財

住建 家庭機器

売上高          

外部顧客への売上高 84,525 47,602 28,453 37,378 197,959 3,306 201,265 － 201,265

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 431 － － 431 4,774 5,205 △5,205 －

計 84,525 48,033 28,453 37,378 198,390 8,080 206,471 △5,205 201,265

セグメント利益 2,282 1,825 755 686 5,549 △872 4,677 12 4,689

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）
 

 報告セグメント 調整額 (注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

     

消去等

前計
消去等

   

計
その他

(注)１

 生産財関連事業 (注)4 消費財関連事業 (注)4

 
国内
生産財

海外
生産財

住建 家庭機器

売上高          

外部顧客への売上高 101,280 51,563 27,573 35,881 216,299 3,944 220,243 － 220,243

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 496 － － 496 4,435 4,932 △4,932 －

計 101,280 52,060 27,573 35,881 216,795 8,380 225,175 △4,932 220,243

セグメント利益 3,538 2,083 619 1,024 7,266 △928 6,338 40 6,378

（注）１．「調整額　その他」の区分は、事業セグメントに識別されない構成単位であるイベント企画等の

サービス事業及び本社部門であります。

２．セグメント利益の「調整額」の主な内容は、次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

「その他」に含まれる各報告セグメント
に帰属しない全社費用

△1,011 △1,116

 
３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．「生産財関連事業」は、工作機械、機械工具等の供給を通じて「モノづくり」をサポートする事

業分野、「消費財関連事業」は、住宅設備機器、ホームライフ用品等の供給を通じて「快適生活空

間づくり」を提案する事業分野であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 32円90銭 47円21銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
3,086 4,428

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
3,086 4,428

普通株式の期中平均株式数（千株） 93,796 93,796

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【その他】

　平成27年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・　1,125百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　12円00銭

（ハ）支払請求権の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・　平成27年12月７日

（注）平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成27年11月２日

株　式　会　社　山　 善   

取　締　役　会　御　中   

 

 

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　口　　弘　志 　　㊞  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 髙　見　　勝　文 　　㊞  

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社山善の

平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社山善及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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